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研究成果の概要：以前，第12胸椎(Th12)レベルCTスライス上の骨格筋面積をL3レベルの骨格筋面積へ変換する推
定式を開発したが，疾患特異性など妥当性の検証がまだ十分に行えているとは言えない．本研究では，推定式で
導いた筋肉量推定値を用い，急性期病院入院患者のサルコペニア診断における有用性を検証した．胸腔および腹
部のCTスキャンを受けた190人の進行がん患者が含まれていた．松山らの式，および石田らの式の両方とも良好
な信頼性を示した．

研究分野： 栄養学および健康科学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「サルコペニア」は，老年栄養学上最も注目されている国際的なトピックである．エキスパートグループでは，
CTが骨格筋量測定手法のゴールドスタンダードであると述べている．胸部CT撮影を行った人でも，サルコペニア
評価ができ，実際の臨床診療に適用できると考えられた．
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１．研究の目的 
癌を患う多くの人々はサルコペニアを患っている．骨格筋量を測定する方法はいくつかある．

コンピューター断層撮影（CT），磁気共鳴画像法，二重エネルギーX 線吸収測定法，生体電気
インピーダンス分析などである．骨格筋量測定のゴールドスタンダードは CT または磁気共鳴
画像法と言われている．CT は、がんの進行期や転移性疾患の評価のために日常業務で頻繁に
使用される．CT で測定された筋肉の断面積（CSA）は、全身の筋肉量と強く相関している．
第 3 腰椎（L3）の椎骨レベルの骨格筋領域は，一般的に CT で CSA を評価するために使用さ
れている．しかし，L3 レベルの画像は胸部 CT 画像の範囲に含まれないため，サルコペニアの
状態を評価するために使用することはできない．胸椎 CT の範囲に含まれる第 12 胸椎（Th12）
の CSA と L3 の CSA の間には高い相関関係があり，CT 制限を受けている人々の骨格筋量を
評価できることが報告されている．松山らは，口腔扁平上皮癌の 40 歳以上の人々の Th12CSA
から予測される L3CSA の予測式を開発し，石田らは、単純な腹部および胸部 CT スキャンを
受けた入院歴のある 65歳以上の人々のTh12CSAから予測されるL3CSAを予測する式を開発
した．しかし，これらの式がこれらのターゲットグループ以外の母集団に適用できるかどうか
は知られていない．骨格筋量の減少の評価は，進行がんの人々にとって特に重要である．松山
らの式，および石田らの式をがん患者で適用することができ、胸部 CT スキャンのみを受けた
人々の骨格筋量の減少を評価することができるか調査した．  
 
 
２．研究成果 
 この研究では、進行がんの人々に採取された Th12 レベルの CTスライスを使用して、松山ら
の式，および石田らの式の両方とも良好な信頼性を示したため，実際の臨床診療に適用できる
（Matsuyama らの式:ICC=0.877, 95％信頼区間=0.834–0.909, r=0.804; Ishida らの式:ICC= 
0.786; 95％信頼区間=0.711–0.842, r = 0.673)．胸部 CT 画像のみを使用して、進行がんの人々
の早期にサルコペニアを検出できる可能性がある． 
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